
１ 令和６年度 献血の概要

（１）献血者数及び献血量

令和６年度献血者数：27,710 人（対前年比：96.0%、献血率：全国平均を上回っている）

うち 200mL 献血者 ：210 人（構成比率:0.8%、対前年度比:81.7%）

400mL 献血者 ：18,936 人（構成比率:68.3%、対前年度比:97.2%）

成分献血者 : 8,564 人（構成比率:30.9%、対前年度比:93.9%）

令和６年度献血量 ：12,758 リットル（対前年度比 96.9%）

（２）性別・年代別献血状況

献血者の性別構成割合 ：男性 19,306 人（69.7％）、女性 8,404 人（30.3％）

年代別構成割合：16-19 歳代 ： 761 人 （2.8％）

20-29 歳代 ： 3,608 人（13.0％）

30-39 歳代 ： 4,283 人（15.5％）

40-49 歳代 ： 6,743 人（24.3％）

50-69 歳代 ： 12,315 人（44.4％）

（３）職業別献血状況

職業別献血者数：会社員 ： 13,065 人（47.1％）

公務員 ： 5,621 人（20.3％）

学生(その他)： 1,424 人（5.1％）

高校生 ： 207 人（0.7％）

その他 ： 7,393 人（26.7％）

（４）場所別献血状況

献血ルーム利用者：14,319 人（51.7％）、献血バス利用者：13,391 人（48.3％）

（５）献血ができなかった人数及び検査不合格血液の状況

献血申込者 29,912 人のうち、献血ができなかった人数：2,202 人（申込者の 7.4％）

理由：血液の比重不足：975 人（申込者の 3.3％）、その他：1,227 人（申込者の 4.1％）

２ 令和７年度に献血により確保すべき血液の目標量

県内の医療機関への近年の輸血用血液製剤供給の動向や、血漿分画製剤を国内自給するために必

要な原料血漿として毎年度国から本県に割り当てられる量（令和７年度割当量：８，８２３㍑）な

どに基づき、高知県赤十字血液センターと協議のうえ、令和７年度の献血により確保すべき血液の

目標量及び献血者の目標者数を次のとおりとする。

令和６年度 献血目標量：12,499 ㍑、献血目標者数：27,807 人

・広報活動

献血の重要性、必要性について広く県民の皆様にご理解とご協力をいただくため、市町村や高知

県赤十字血液センターなどの関係団体と連携し、各種キャンペーンの開催や広報等により、献血に

関する知識の普及と啓発に努めている。

【県の献血イベント】

・はたちの献血キャンペーン 1/1～2/28（令和６年度：高知イオンモールでイベント開催）


